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循
環
バ
ス
の
補
助
金
と
し

て
市
は
6
路
線
を
運
行
す
る

3
社
に
対
し
、
年
7
千
万
円

以
上
の
赤
字
補
填
を
し
て
い

る
。

問
　
A
社
で
は
運
転
手
の
人

件
費
の
他
に
バ
ス
営
業
所
事

務
員
や
本
社
社
員
の
給
与
ま

で
経
費
と
し
て
い
る
が
、
循

環
バ
ス
に
直
接
関
係
な
い
バ

ス
会
社
の
運
営
経
費
で
あ
り
、

市
が
支
出
す
べ
き
で
は
な
い
。

答
　
循
環
バ
ス
に
関
係
す
る

人
件
費
と
し
て
、
市
が
支
出

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
バ
ス
停
の
修
繕
も
経
費

と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
更
新

さ
れ
な
い
の
か
。
蓮
や
忍
城

の
写
真
の
劣
化
が
ひ
ど
い
。

答
　
バ
ス
会
社
と
調
整
し
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
更

新
す
る
。

問
　
同
じ
循
環
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
3
社
の
決
算
書
の

様
式
や
経
費
の
科
目
が
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
。
統
一
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
　
他
市
の
循
環
バ
ス
の
補

助
金
、
バ
ス
会
社
の
決
算
書

の
様
式
を
研
究
し
た
い
。

問
　
バ
ス
の
車
両
デ
ザ
イ
ン

も
三
者
三
様
で
あ
り
、
行
田

市
市
内
循
環
バ
ス
と
し
て
統

一
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
運
行
3
社
が
統
一
し
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に

よ
り
見
分
け
は
容
易
に
な
る

が
、
費
用
を
考
え
た
場
合
、

補
助
金
に
影
響
す
る
た
め
現

在
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
民
間
路
線
バ
ス
吹
上
線

問
　
平
成
25
年
、
バ
ス
会
社

か
ら
路
線
バ
ス
吹
上
線
に
つ

い
て
、
赤
字
の
た
め
廃
止
し

た
い
と
の
申
し
入
れ
を
受
け
、

以
後
市
税
を
毎
年
約
2
千
万

円
投
入
し
て
い
る
。
で
は
バ

ス
会
社
の
努
力
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
市
は
努
力
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
赤
字
が
解

消
す
れ
ば
吹
上
線
に
補
助
金

は
支
出
し
な
く
て
よ
い
の
か
。

答
　
電
車
と
の
乗
り
継
ぎ
等

利
便
性
向
上
を
図
っ
て
お
り
、

赤
字
が
な
く
な
れ
ば
補
助
金

を
支
出
す
る
必
要
は
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
子
育
て
支
援
事
業

●
治
水
対
策
の
現
状

問
　
市
域
内
に
は
、国
や
県
、

水
資
源
機
構
管
理
の
河
川
、

市
や
土
地
改
良
区
管
理
の
用

排
水
路
が
あ
る
。
市
域
全
体

と
し
て
の
治
水
対
策
は
。

答
　
国
や
県
は
外
水
氾
濫
対

策
を
、
市
は
内
水
氾
濫
対
策

を
役
割
分
担
し
て
い
る
。
本

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

団
体
の
治
水
対
策
を
把
握
・

考
慮
し
、
雨
水
の
流
出
抑
制

な
ど
市
域
全
体
の
総
合
治
水

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
管
理
団
体
間
の
連
携

問
　
市
域
に
は
河
川
や
用
排

水
路
が
多
く
、
管
理
団
体
も

複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
域

全
体
の
増
水
、
氾
濫
に
対
応

す
る
た
め
の
連
携
は
。

答
　
武
蔵
水
路
内
水
排
除
連

絡
会
や
元
荒
川
流
域
堰
調
整

連
絡
会
と
連
携
し
、
市
域
の

河
川
や
用
排
水
路
の
監
視
を

強
化
、
継
続
し
な
が
ら
、
市

と
加
盟
団
体
、
加
盟
団
体
相

互
間
で
連
絡
、調
整
を
行
い
、

市
域
全
体
に
わ
た
っ
て
増
水
、

氾
濫
に
対
応
し
て
い
る
。

●
治
水
対
策
の
課
題

問
　
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る

市
街
地
の
雨
水
滞
留
な
ど
内

水
被
害
が
今
ま
で
以
上
に
発

生
し
そ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
、
本
市
の
課
題
は
。

答
　
近
年
、
市
街
地
で
は
宅

地
開
発
に
伴
う
農
地
の
減
少

に
よ
り
、
農
地
が
担
っ
て
い

た
自
然
貯
留
機
能
が
低
下
し
、

河
川
へ
の
雨
水
流
出
が
増
大

し
た
こ
と
や
、
異
常
気
象
に

よ
る
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
発
生
が
内
水
被
害
を
起
こ

す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
減
災
と
い
う
考
え
方
の

中
で
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
さ
ら
な
る
治
水

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

●
改
築
後
の
武
蔵
水
路

問
　
新
た
な
治
水
機
能
と
は
。

答
　
佐
間
水
門
な
ど
を
水
資

源
機
構
が
遠
隔
操
作
で
一
元

的
に
管
理
し
、
迅
速
な
内
水

排
除
が
可
能
に
な
っ
た
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
中
条
堤
の
歴
史
遺
産

　
県
内
初
の
日
本
遺
産
認
定

の
栄
誉
に
甘
ん
じ
ず
、
消
滅

可
能
性
都
市
の
危
機
を
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
空
き
家
の
現
状
と
そ
の

対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
本
年
７
月
末
現
在
、
問

題
の
あ
る
空
き
家
は
１
８
５

件
、
う
ち
老
朽
空
き
家
が
１

３
０
件
で
あ
る
。
所
在
地
、

所
有
者
、
現
況
及
び
措
置
内

容
等
を
記
録
し
た
現
在
の
台

帳
に
つ
い
て
、
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
空
き
家

管
理
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、

一
元
的
な
管
理
を
行
う
た
め
、

情
報
を
整
理
し
て
い
る
。

問
　
空
き
家
を
市
場
に
流
通

さ
せ
る
た
め
の
情
報
提
供
や

手
続
き
の
支
援
を
行
う
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
の
設
立
と
広

報
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
　
空
き
家
バ
ン
ク
は
本
年

度
下
半
期
の
運
用
開
始
を
目

指
し
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
広

報
及
び
個
別
通
知
に
よ
り
制

度
の
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

問
　
人
口
減
少
は
い
ま
だ
大

き
い
が
情
報
が「
見
え
る
化
」

さ
れ
て
い
な
い
。
全
国
の
同

規
模
自
治
体
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
広
報
誌
の
本
文
に
人

口
動
態
の
記
載
が
な
い
市
は

本
市
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
記
載
す
る
考
え
は
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
次
回
の
契
約
更
新
時

に
検
討
し
た
い
。

問
　
定
住
促
進
、
子
育
て
支

援
の
奨
励
金
以
外
に
、
埼
玉

県
や
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ

ー
と
提
携
し
て
、
二
地
域
居

住
や
農
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
農
業
と
い
う
視
点
で
の

移
住
Ｐ
Ｒ
に
も
対
応
し
た
い
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
増

え
て
い
る
が
寄
付
金
の
使
途

を
明
確
に
公
表
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
現
在
使
い
道
は

「
市
長
に
お
任
せ
」
が
最
も

多
い
が
、
よ
り
子
育
て
支
援

に
振
り
向
け
る
べ
き
だ
。

答
　
一
般
財
源
と
し
て
有
効

活
用
す
る
こ
と
を
広
報
す
る
。

　
市
民
の
人
達
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
使
い
方
で

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
書
い

た
が
、
市
民
の
声
が
届
く
か

市
長
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

問
　
市
民
の
皆
様
が
集
い
、

利
用
し
て
い
た
机
、
椅
子
が

突
然
１
階
か
ら
２
階
へ
移
動

し
た
。
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

答
　
駐
車
場
か
ら
の
通
路
と

な
っ
て
お
り
、
他
の
利
用
者

か
ら
撤
去
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
多
数
あ
っ
た
た
め
、

２
階
へ
移
動
し
た
。

問
　
１
階
へ
戻
せ
な
い
か
。

答
　
元
に
戻
す
予
定
は
な
い
。

問
　
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

現
状
の
遊
具
を
隅
に
移
し
、

も
う
一
列
増
や
し
て
欲
し
い
。

答
　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車

場
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問
　
市
民
が
直
接
市
長
と
話

す
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
が
、

近
日
中
に
会
っ
て
く
れ
る
か
。

答
　
本
件
は
現
地
で
担
当
者

が
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
の

で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問
　
答
弁
は
市
長
に
お
願
い

し
た
が
部
長
が
全
て
答
弁
し

て
い
る
。
大
勢
の
市
民
は
市

長
か
ら
直
接
返
事
を
聞
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
、今
日
、

傍
聴
席
に
来
て
い
る
。
再
度

市
長
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

答
　
市
長
の
考
え
も
担
当
者

の
説
明
と
同
じ
で
あ
る
。

問
　
ま
た
市
長
で
は
な
く
、

部
長
の
答
弁
で
あ
る
。
加
須

市
の
４
施
設
を
調
査
し
た
が
、

全
て
の
施
設
の
入
口
付
近
に

休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
飲

食
も
自
由
で
あ
る
。
特
に
不

動
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
は
不
動
尊
の
観
光
客
も

休
憩
し
て
い
る
。
本
市
は
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

水
城
公
園
の
観
光
客
の
た
め

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

椅
子
を
設
置
し
、
休
憩
場
所

と
す
る
考
え
が
あ
る
か
。
市

長
に
お
聞
き
す
る
。

答
　
休
憩
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
観
光
案
内
所
の
利
用
を
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗
移

築

問
　
現
状
の
児
童
生
徒
数
、

今
後
の
減
少
を
勘
案
し
、
通

学
区
域
を
見
直
せ
ば
、
小
学

校
６
校
、
中
学
校
３
校
で
市

内
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
か
。

答
　
具
体
的
な
数
は
、
児
童

生
徒
数
の
将
来
推
計
に
基
づ

き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が

将
来
的
に
は
大
幅
な
削
減
が

想
定
さ
れ
る
。
小
中
一
貫
校

も
含
め
、
全
て
の
可
能
性
を

排
除
せ
ず
方
針
を
示
し
た
い
。

問
　
統
合
は
複
式
学
級
や
小

規
模
校
が
抱
え
る
深
刻
な
問

題
等
全
て
を
解
決
で
き
る
手

段
で
あ
る
。
見
直
し
を
早
急

に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
る
か
。

答
　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
示
し
た
い
。

問
　
学
校
の
統
合
は
、
地
域

住
民
の
合
意
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
小
学
校
６
校
、

中
学
校
３
校
に
統
合
す
る
と

い
う
の
は
私
見
で
あ
る
が
、

既
存
の
学
校
で
は
な
く
、
見

直
し
た
通
学
区
域
の
中
心
に
、

学
校
を
新
設
す
る
こ
と
で
統

合
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
小
学
校
６
校
、
中
学
校

３
校
が
適
切
な
数
字
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
長
期

的
に
は
そ
れ
に
近
い
数
に
な

っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
と
考
え
る
。

問
　
本
市
の
学
校
施
設
の
延

べ
床
面
積
は
、
公
共
施
設
の

約
５
割
で
あ
る
。
よ
り
効
率

的
な
施
設
整
備
手
法
と
し
て

他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化

に
よ
る
整
備
を
取
り
入
れ
た

ら
ど
う
か
。

答
　
学
校
施
設
に
限
ら
ず
、

全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
と

し
て
、
複
合
化
や
集
約
を
行

い
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た

施
設
の
再
編
を
考
え
た
い
。

問
　
限
ら
れ
た
財
源
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
え

た
場
合
複
合
化
し
か
な
い
が
。

答
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
事
な
く
施
設
の
総
量

削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

手
段
と
し
て
複
合
化
等
は
有

効
な
手
法
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
は
、
市
民
の
声
を

反
映
し
た
市
政
運
営
を
す
る

と
述
べ
て
い
る
が
、
今
回
の

移
築
改
修
の
進
め
方
は
市
民

の
声
を
聞
か
な
い
、
知
ら
せ

な
い
、
計
画
だ
け
は
進
め
る

と
い
う
も
の
だ
。
市
政
の
基

本
姿
勢
と
し
て
「
市
民
」
と

い
う
大
き
な
柱
が
も
れ
て
い

な
い
か
。

答
　
市
政
懇
談
会
、
市
長
へ

の
手
紙
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た

声
を
参
考
に
施
設
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
何
の
た
め
の
事
業
か
、

な
ぜ
水
城
公
園
な
の
か
な
ど

反
対
す
る
市
民
が
多
い
中
、

な
ぜ
急
ぐ
の
か
。
一
度
立
ち

ど
ま
り
、
市
民
の
声
を
聞
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
文
化
財
を
保
存
、
活
用

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
子
育
て
支
援
と
し
て
小

さ
い
子
ど
も
を
２
階
に
上
げ

遊
ば
せ
る
と
し
て
い
る
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
具
体
性

も
な
い
。
や
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。
階
段
は
遮

断
し
、
安
全
を
図
る
。

問
　
文
化
財
と
し
て
の
価
値

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う

管
理
運
用
す
る
と
あ
る
。
カ

フ
ェ
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
は
出

す
べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

答
　
子
育
て
支
援
と
い
う
視

点
か
ら
言
え
ば
ア
ル
コ
ー
ル

は
考
え
ら
れ
な
い
。

●
国
民
健
康
保
険
広
域
化
で

国
保
税
を
引
き
上
げ
る
な

問
　
来
年
度
か
ら
の
広
域
化

に
よ
り
県
が
財
政
運
営
を
担

う
こ
と
で
国
保
税
の
徴
収
強

化
や
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど

市
民
負
担
の
増
額
が
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

答
　
国
保
税
な
ど
市
民
負
担

の
影
響
は
、
現
時
点
で
は
わ

か
ら
な
い
。

問
　
県
の
試
算
で
は
、
62
％

の
増
額
と
な
る
。
今
で
も
高

く
て
支
払
え
な
い
人
が
多
い
。

　
引
き
下
げ
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
県
が
今
後
示
す
3
回
目

の
試
算
結
果
等
に
よ
り
、
精

査
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答答

問答問答

問問答

問答問答問答

問答問

問

答答答答

答 答

問答問答

問問

問答問問 答答

問答問問 答答

答答 答

問

問問問問

問問 答

問答問答

答

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問 市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問

市
内
循
環
バ
ス
の
経
費
に
無
駄
は
な
い
か
。

市
は
き
ち
ん
と
精
査
す
る
べ
き
。

斉

　藤

　博

　美

（
日
本
共
産
党
）

市 民 生 活

本
市
市
域
に
お
け
る
治
水
対
策

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

吉

　野

　
　
　修

（
黎
明
21
）

治 水 対 策

空
き
家
バ
ン
ク
と
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
に
よ
り
定
住
人
口
の
拡
大
を
図
る

細

　谷

　美
恵
子

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

行田創生戦略

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と「
市
長
へ
の
手
紙
」

高

　橋

　弘

　行

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

市長の政治姿勢

旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗

移
築
改
修
は
必
要
か
！

大
久
保

　
　
　忠

（
日
本
共
産
党
）

市 民 本 位

学
校
の
統
合
問
題
と

　
　
公
共
施
設
の
複
合
化

松

　本

　安

　夫

（
黎
明
21
）

公 共 施 設


